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1 7 　 当 科 に お け る 小 児 腹 部 外 傷 の 検 討

～ A b d o m i n a l  T r a u m a  S c o r e  ( A T S )  を 用

い た 評 価 ～

平 山 裕 ・ 大 澤 義 弘 ・ 近 藤 公 男

太田西 ノ内病院小党外科

当科 で は 過去 9 年間 に 28 例 の 小児腹部外傷を

経験 し, その 内 8 症例に手術を施行 した . 小児で

は保存的治療で治癒する こ と が多い が, 治療方針

決定 の 際の客観的評価法と して A T S (2 2 点満点)

が有用か否か手術群 , 非手術群で検討 した . 手術

群 は高得点で ある傾向を認め た もの の (A T S : 6

点以 上で は 4 6 . 2 % ) , 両 群 に 有意差 は無 か っ た

( P - 0 .0 62) . そ こ で手術施行 8 症例を再検討 し,

開腹所見か ら結果的に保存的治療も可能 だ っ た腹

腔 内出血 の 1 症例 ( A T S : 2 点) を手術群 か ら

除外 した と こ ろ有意差を認め た ( P - 0 .01 7) . 以

上より, ÅIS は小児腹部外傷の 治療指針 と して有

用で あり, 高得点症例に保存的治療を選択する場

合や 逆 に低 い 点数 の 症例で 開腹 に踏 み切 る場合

は
,
より慎重 な観察と治療方針 の 検討が必要と考

えら れた .

1 8 　 外 傷 性 胸 部 大 動 脈 破 裂 の 1 救 命 例

渡 辺 純 蔵 ・ 中 山 卓 ・ 中 山 健 司

大 関 一 ・ 斉 藤 正 幸 *

新潟県立新発田病院心臓血管外科 ･

呼吸器外科

新潟大学大学院呼吸循環外科 *

症例 は 60 歳の 男性. 作業中 5 m の 足場か ら落

下 し受傷 した . 来院時, 上肢血圧 90/ 60 m m Ⅲg で

あ っ た が大腿動 脈拍動 は消失 し両下肢麻痔 が あ

り, 胸部 C T で下行大動脈破裂, 第2 , 3 胸椎の圧

迫骨折を認め た . シ ョ ッ ク状態 が進行する ため 緊

急手術を行 っ た . 胸骨正中切開で 開胸 し脳分離体

外循環 を確立 したあ と, 第 3 肋間で左開胸 と した .

大動 脈 は 侠 部 で 内膜 が 完全 に 断 裂 し て お り ,

2 2 m m の 人 工血管で断裂部位を置換した . 術後脊

髄損傷によ る下半身麻痔を合併 した が脳障害なく

救命し得た .

外傷性胸部大動脈破裂で は
一

般 に左開胸 し大動

脈遮断, 端々吻合や人工 血管置換術が行われる が,

本例の よう な重症 シ ョ ッ ク症例 で は胸骨正中切開

で脳 の潅流を確保 した上で左開胸 を加 える術式は

有用 と考えられた .

1 9 　 8 0 歳 以 上 の 腹 部 ・ 骨 盤 動 脈 瘤 破 裂 4 例 の 治

療経験

志 村 信 一 郎 ・ 登 坂 有 子 ・ 明 石 興 彦

高 橋 善 樹 ・ 中 澤 聡 ・ 金 沢 宏

山 崎 芳 彦 *

新潟市民病院心臓血管呼吸器外科

同 救命救急セ ン タ ー *

最近 6 カ月 間 に 治療 した 8 0 歳以 上 4 例の 腹

部 ･ 骨盤動脈癌破裂を報告する .

〔症例 1〕 8 0 歳男性, 慢性腎不全 (透析末導入)

で通院中. 到着時シ ョ ッ ク状態 . 腹 部大動脈癌破

裂. 人 工血管置換術施行 . 3 病日に抜管. 人工透析

導入 は回避 され, 63 病日で独歩退院.

〔症例 2〕 9 7 歳男性. 左総腸骨動脈癌破裂. 人 工

血管置換術を施行 . 1 病 日に抜管. 3 6 病日, 補助

歩行 で退院.

〔症例 3〕 8 5 歳男性. 左内腸骨動脈癌破裂. 動脈

痛切除術を施行 . 術直後抜管. 15 病日で独歩退院.

〔症例 4〕 8 2 歳女性. 到着時シ ョ ッ ク状態 . 左総

腸骨動脈癌破裂. 人工血管置換術を施行 . 8 病日

で抜管, 3 9 病 日で 独歩退院.

高齢者の 緊急手術で は, 特に迅速か つ 低侵襲に

手術を施行 し cliti c al な時間を い か に短期間に と

どめ る かが重要で ある . 年齢は手術適応 の 除外因

子で は ない .

2 0 　 大 腸 癌 を 併 発 し た 腹 部 大 動 脈 瘤 の 3 症 例

島 田 能 史 ・ 曽 川 正 和 ・ 岡 田 英

名 名 村 理 ・ 中 山 卓 ・ 島 田 晃 治 村

林 純 一

新潟大学大学院呼吸循環外科

大腸 癌を併発 し た腹部大動脈癌3 症例 を経験

し, 内2 例で は腫癌摘出と動脈痛切除を同時に行

い
,
1 例 で は腫痛切除を先行 さ せ た .

一

期的手術
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を行 っ た症例 は, S 状結腸癌を伴 っ た 7 2 歳 の 男

性で あり, 大動脈痛切除, S 状結腸切除お よび人

工月工門造設術が行われた . 他の 一 例 は直腸癌を伴

っ た 8 3 歳の 女性で 大動脈痛切 除, 直腸切除術お

よび人工虻門造設術が行 われた .
二 期的手術の 症

例は盲腸癌を伴 っ た 82 歳の 男性で , 回盲部切除

を先 行させ , 8 カ 月後に大動脈痛切除を施行 した .

い ずれの 症例も術後経過 は良好で , 人 工血管感

染お よび大腸 癌の 再発や 転移な ど は認 め て い な

い
.

2 1 C T , M R I で発見で きな か っ た胆 管細胞癌 の

1 例

永橋 昌幸 ･

西村 淳 ･

下山 雅朗

河内 保之 ･

新国 意也
･

清水 武昭

長岡中央綜合病院外科

症例 は 53 歳の 男性. 2 00 2 年 1 1 月 18 日, 歯科

処置彼の 出血を主訴に当院内科受診 . 血液検査 で

D IC と診断され入院. D IC の 治療と と もに, 原因

検索が 行 われた . 血液検査 に て C E A , C A 1 9 - 9 ,

S P A N - 1 の 高値を認 め た . 上 ･ 下部消化管内視

蘇, E R C P , 腹部 U S , 全身 C T , M R C P , 腹部ア ン

ギオ
,
G a シ ン チ検査 で, 明らか な感染巣や悪性腫

癌 の 所見を認めず. F D G - P E T 検査 にて肝外側 区

域 に強 い 集積を認 め , 悪性腫癌の 所見 であ っ た .

胆管細胞癌を疑い , 2 00 3 年 1 月 8 日開腹. 肝 S 3

に 4 .0 × 1 .9 c m の 腫癌性病変を認め , 肝外側区域

切除術を施行 . 切除標本は腫癌形成型＋胆管浸潤

型 の 胆管細胞癌の 所見で , 病理で も胆管細胞癌で

あ っ た .

今回は悪性腫癌の 原発検索 にお ける P E T の 意

義に つ き考察する .

22 診断に苦慮 した若年女性の 進行腰痛の 1 例

黒崎 売 ･ 遠藤

蛭川 浩史 ･ 木村

今井
一

博 ･ 星野

和彦 ･

冨田 広

愛彦 ･ 後藤 仲之

孝男
*

秋田組合総合病院外科

同 消化器科
*

40 歳以下 の肺癌の 報告は極め て少なく, また若

年女性に は , 嚢胞性腫癌
･ S olid c y sti c t u m o r と

t l っ た特殊な月華腫癌が多い . 極め て まれ な若年女

性 に発症 した通常型 進行月華癌の 1 例 を報告する .

症例 は, 25 歳の 女性で , 心商部痛を主訴に, 胆石

症 を疑われ, 当院に入院した . 入 院時, 血清 ビリ

ル ビ ン の 上 昇, 肝 機能異常 を認 め た . C T ･

M RI ･ 内視鏡的逆行性胆 管月琴管造影
･ 腹部血管

造影を施行 した と こ ろ , 月華内胆管 の狭窄, 主月華管

の 途絶, 門脈狭窄を伴 っ た, 動脈性に造影さ れる

径 3 c m 大の月華頭部腫癌を認 めた . 腫 癌形成性慢

性肺炎を第
一

に考えた が, 胆道狭窄の 改善は認 め

ず, 月華腫癌を否定で きな い た め, 月華頭十 二 指腸切

除術を施行 した . 術中迅速組織診断で申分化腺癌

と診断された ため , 門脈合併切除, リ ン パ 節部活

も併せて 施行 した .

23 胃動脈癌破裂の 2 症例

大西 康暗 ･ 草間

桑原 明史 ･ 島影

岡村 直孝 ･ 田島

昭夫
･ 田辺 匡

尚弘 ･ 内田 克之

健三

長岡赤十字病院外科

6 8 歳男性, 昼 食後 突然 の 腹 痛に て 救急搬 送 .

c T にて 腹腔内出血 と小網 の 血腫 を認め , 血管造

影にて右胃動脈 の 動脈癌 を認め る . 塞栓後合併症

なく退院. 76 歳女性, 10 日前より続く腹痛あり .

急性腹症 にて救急搬送 さ れる . C T に て 左胃動脈

周囲の 血腫 と腹腔 内の 出血 を認 め 血管造影施行 .

多発性の 動脈癌 を認め た ため , 幽門部胃切除＋左

胃動脈切除施行 . 術後経過良好も約 1 年後脳出血

にて 死亡 . 病理学的検討 で s e g m e n t al M e di oly ti c

A rt e riti s の 診断を得る上記 2 例 に つ い て血管造影

の有 用性 と文献的考察を述 べ る.




